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21 0 . 銅 力 ワ 中 の 酸 素 量 に つ い て
矢 澤 彬 : 東 北 大 学 選 鉱 製 錬 研 究 所 梁 報 , 1 3 a 9 5 7 ) ,  N O . 2 , 1 6 7 - 1 7 8 .
Ⅱ . 銅 の 溶 錬 に 関 す る 研 究 ( 第 6 報 ) 一 銅 力 ワ 成 分 の カ ラ ミ へ の 溶 解 に 及 ぼ す カ ラ ミ 組 成
の 影 粋 一
矢 澤 彬 : 日 本 鉱 業 会 誌 , 7 6 ( 1 9 6 の ,  N O . 8 6 6 , 5 5 9 - 5 6 4 .
1 2 . 銅 の 溶 錬 に 関 す る 研 究 ( 第 7 報 ) ー マ ッ ト 中 の 酸 素 お よ び 硫 黄 量 に 及 ぼ す ス ラ グ 組 成
の 影 響 一
亀 田 満 雄 , 矢 澤 彬 : 目 本 鉱 業 会 誌 , 7 8 ( 1 9 6 2 ) ,  N O . 8 8 7 , 4 1 1 - 4 1 5 .
1 3 . 銅 の 溶 錬 に 関 す る 研 究 ( 第 8 穀 ) ー マ ッ ト 中 の 酸 素 に 及 ぼ す 平 衡 気 相 中 の 酸 素 , 硫 黄
圧 の 影 響 一
亀 田 満 雄 , 矢 澤 彬 : 日 本 鉱 業 会 誌 , 7 8 ( 1 9 6 2 ) ,  N O . 8 8 8 , 4 6 7 - 4 7 3 .
1 4
選 択 硫 酸 化 に よ る 複 雑 硫 化 鉱 処 理 法 の 検 討
小 野 健 二 , 亀 田 満 雄 , 矢 澤 彬 , 小 池 一 男 : 東 北 大 学 選 鉱 製 錬 研 究 所 擬 報 , 1 8 a 9 6 2 ) ,
N O  . 1 , 1 4 7 - 1 5 7 .
1 5 . 真 空 溶 解 に よ る 粗 銅 の 精 製 に つ い て
砥 田 満 雄 , 矢 澤 彬 : 東 北 大 学 選 鉱 製 錬 研 究 所 乗 穀 , 2 0 a 9 6 4 ) ,  N O . 1 , 5 7 - 6 8 .
1 6 . 常 圧 , 低 濃 度 酸 に よ る 複 雑 硫 化 鉱 の 浸 出 に つ い て
矢 澤 彬 , 小 池 ・ 一 男 ' 江 口 元 徳 : 東 北 大 学 選 鉱 製 錬 研 究 所 鍵 報 , 2 0 ( 1 9 6 4 ) ,  N O . 1 ,
5 1 - 5 8 .
1 7 . ア ミ ン に よ る 溶 媒 抽 出 の 湿 式 製 錬 へ の 応 用 に 関 す る 二 , 三 の 実 験
阿 部 美 保 子 , 矢 澤 彬 : 東 北 大 学 選 鉱 製 錬 研 究 所 染 報 , 2 0 ( 1 9 6 4 ) ,
N O  . 1 5 9 - 6 4 .
玲 . 硫 酸 淳 の 塩 化 揮 発 焼 結 法 に お け る 二 , 三 の 問 題
矢 澤 彬 , 砥 田 満 雄 : 日 本 鉱 業 会 誌 , 8 1 a 9 6 5 ) ,  N O ・ 9 2 0 , 3 5 - 4 1 .
1 9 . 溶 融 銀 一 硫 黄 系 の 熱 力 学 的 研 究
矢 澤 彬 , フ ラ ン ク ・ セ ナ レ ク , 小 池 ・ 一 男
3 9 5 - 3 9 8 .
2 0 . 溶 融 銅 一 鉛 お よ び 銅 ー タ リ ウ ム 系 合 金 の 活 量 に つ い て
矢 澤 彬 , 阿 座 上 竹 四 , 川 島 崇 司 : 日 本 鉱 業 会 誌 , 8 2 ( 1 9 6 田 ,  N O . 9 3 8 , 5 1 9 - 5 2 4 .
2 1 . 溶 融 銅 ー ビ ス マ ス ,
阿 座 上 竹 四 , 矢 澤
2 2 . 複 雑 鉱 製 錬 に 関 す る  2 , 3 の 熱 力 学 的 考 察
矢 澤 彬 . 日 本 鉱 業 会 誌 , 8 3 a 9 6 7 ) ,  N O . 9 朋 , 1 0 9 3 - 1 0 9 8 .
2 3 . 鉄 ー イ オ ウ ー 酸 素 系 の 関 与 す る 製 錬 過 程 の 平 衡 論 的 検 討
矢 澤 彬 . 日 本 金 属 学 会 誌 , 3 1 ( 1 9 6 7 ) ,  N O . 1 0 , 1 1 認 、 1 1 6 3 .
銅 ー ア ン チ モ ン 系 合 金 の 活 量 に つ い て
彬 : 日 本 鉱 業 会 誌 , 船 ( 1 9 6 7 ) ,  N O . 9 4 8 ,
6 6 6 - 6 7 2 .













































4如 . 断 熱 型 高 温 熱 量 計 の 改 良 に つ い て
板 垣 乙 未 生 , 矢 澤 彬 : 東 北 大 学 選 鉱 製 錬 研 究 所 鍵 報 , 2 7 a 9 7 1 ) ,  N O . 2 , 2 1 7 - 2 2 6 .
4 1 . 酸 処 理 に よ る チ タ ン ス ラ グ の 高 品 位 化 に つ い て
矢 澤 彬 , 佐 藤 武 彦 , 山 本 哲 也 , 五 十 嵐 三 郎
( 1 9 7 2 ) ,  N O . 1 , 8 5 - 9 6 .
4 2 . 黒 鉱 系 銅 精 鉱 の 溶 錬 産 出 物 に 関 す る 研 究 ( 第 1 報 ) 銅 ス ラ グ の 組 織 に つ い て
矢 澤 彬 , 佐 藤 武 彦 , 亀 田 満 雄 : 東 北 大 学 選 鉱 製 錬 研 究 所 染 郁 , 2 8 ( 1 9 7 2 ) ,  N O . 2 ,
1 9 9 - 2 0 8 .
4 3 . 希 薄 懸 濁 液 の 清 痘 速 度 に 及 ぼ す 温 度 の 影 響
矢 澤 彬 , 臼 井 進 之 助 ' 江 口 元 徳 : 東 北 大 学 選 鉱 製 錬 研 究 所 暈 穀 , 2 9 ( 1 9 7 3 ) ,  N O . 1 ,
8 9 - 1 0 1 .
U . 渡 過 速 度 の 温 度 依 存 性 に 関 す る 研 究
江 口 元 徳 , 矢 澤 彬 : 東 北 大 学 選 鉱 製 錬 研 究 所 乗 報 , 2 9 a 9 7 3 ) ,  N O . 1 , 1 0 2 - 1 1 1 .
妬 . 高 温 に お け る  2 ,
江 口 元 1 恵 , 矢 澤




矢 澤 彬 , 佐 藤 武 彦 , 亀 田 満 雄 : 東 北 大 学 選 鉱 製 錬 研 究 所 挺 報 , 2 9 ( 1 9 7 4 ) ,  N O . 2 ,
1 5 2 - 1 5 8 .
東 北 大 学 選 鉱 製 錬 研 究 所 暈 報 , 2 8
3 の 金 属 硫 酸 塩 の 水 へ の 溶 解 度
彬 . 日 本 鉱 業 会 誌 , 8 7 ( 1 9 7 D  ,  N O . 9 9 8 , 3 2 9 - 3 3 4 .
4 7 . 黒 鉱 系 銅 精 鉱 の 溶 錬 産 出 物 に 関 す る 研 究 ( 第 3 幸 勵 自 溶 炉 ボ イ ラ 煙 灰 の 組 織 に つ
い て
矢 澤 彬 ' 浜 田 晋 具 , 亀 田 満 雄 : 東 北 大 学 選 鉱 製 錬 研 究 所 乗 報 , 2 9 ( 1 9 7 4 ) ,  N O . 2 ,
1 5 9 - 1 6 6 .
4 8 . 2 5 ゜ C - 2 0 0 ゜ C 間 の 水 酸 化 コ バ ル ト の 沈 澱 反 応 に つ い て
江 口 允 徳 , 矢 澤 彬 : 日 本 鉱 業 会 誌 , 9 1 a 9 7 5 ) ,  N O . 1 0 4 3 , 3 9 - 4 4 .
4 9 . ソ ケ ル の 硫 化 物 と 酸 化 物 の 相 互 反 応 に つ い て
横 山 憲 三 , 戸 沢 一 光 , 矢 澤 彬 : 東 北 大 学 選 鉱 製 錬 研 究 所 量 報 , 3 1 ( 1 9 7 5 ) ,  N O . 1 ,
1 - フ .
5 0 . 定 量 熱 解 析 法 に よ る  S n 、 z n , 1 n 、 s b 合 金 の 熱 力 学 諸 量 の 側 定 に つ い て
板 垣 乙 未 生 , 矢 澤 彬 : 日 本 金 属 学 会 誌 , 3 9 ( 1 9 7 5 ) ,  N O . 8 , 8 8 0 - 8 釘 .
5 1
5 2 .
鉄 ケ イ 酸 塩 ス ラ グ の 溶 融 範 囲 に 及 ぽ す ラ イ ム の 影 響
前 田 正 俊 , 中 澤 重 厚 , 阿 座 上 竹 四 , 矢 澤 彬 : 東 北 大 学 選 鉱 製 錬 研 究 所 章 報 , 3 2
a 9 7 6 ) ,  N O . 1 , 2 2 - 3 1 .
ク ヌ ー セ ン セ ル ー マ ス フ ィ ル タ に よ る  C d 、 z n 系 の 活 量 測 定
中 澤 重 厚 , 矢 澤 彬 , 谷 内 研 太 郎 : 日 本 金 属 学 会 誌 , 4 0 ( 1 9 7 6 ) ,  N O . 5 , 5 2 6 - 5 器 .









































66 7 .  C U 、 S ,  F e 、 S  お よ び  C U 、 F e 、 S 系 融 体 の 熱 力 学 的 研 究
在 越 , 矢 澤 彬 : 東 北 大 学 選 鉱 製 錬 研 究 所 染 報 , 3 8 a 9 8 2 ) ,  N O . 2 , 1 0 7 - 1 1 8 .北 ; 1
7 8 .  C U S 0 4  と  N i s 0 4  ま た は  C O S 0 4 1 昆 合 硫 酸 塩 の 水 ー エ タ ノ ー ル 混 合 溶 媒 に 対 す る 溶 解 度
岡 田 茂 , 矢 澤 彬 : 日 本 鉱 業 会 誌 , 1 0 2 ( 1 9 8 田 ,  N O . 1 1 8 3 , 5 釘 ・ 6 0 1
6 8 . 溶 銅 と カ ル シ ウ ム フ ェ ラ イ ト ス ラ グ の 平 衡 一 フ ゴ _ ラ イ ト 系 ス ラ グ の 平 衡 i 冊 的 研 究 ( 第
3  報 )
武 田 要 一 , 矢 澤 彬 : 日 本 鉱 業 会 誌 , 9 9 a 9 8 3 ) ,  N O . 1 1 3 9 , 4 3 - 4 8 .
6 9 .
7 9 .
カ ル シ ウ ム フ ェ ラ イ ト ス ラ ク
朴 文 環 , 武 田 要 一 , 矢 擇
1 1 5 - 1 2 2 .
7 0 .  C U 、 F e 、 S 、 A S  系 マ ッ ト ー ス パ イ ス 闇 の 相 関 係 と マ
板 垣 乙 末 生 , 荒 川 竜 二 , 松 山 文 雄 , 矢 澤 彬
9 3 5 - 9 3 9 .
7 1 . 溶 針 十 ス ラ グ 闇 の 微 量 元 累 の 分 配 平 衡 に っ い て 一 フ ェ ラ イ ト ス ラ グ の 平 衡 論 的 研 究 ( 第
4  幸 R )
武 1 Ⅱ 要 一 , 右 波 正 治 , 矢 1 畢 彬 : 日 本 鉱 業 会 誌 , 1 0 0 ( 1 9 8 4 ) ,  N O . 1 1 詑 , 1 0 3 - 1 0 8 .
柁 . フ ェ ラ イ ト ス ラ グ と 溶 銅 問 の 微 量 元 索 の 分 配 、 F 衡 に 及 ぼ す 渚 因 子 の 影 瓣 一 フ ェ ラ イ ト
ス ラ グ の 平 衡 論 的 研 究 ( 第 5 帳 )




フ ェ ラ イ ト ス ラ グ 中 へ の 鉛 精 鉱 の 1 次 込 み 溶 錬 に 関 す る 基 礎 的 研 究
宇 都 宮 公 昭 , 板 垣 乙 末 生 , 矢 澤 彬 : 日 本 鉱 業 会 誌 , 1 0 2 ( 1 9 8 6 ) ,
N O . 1 1 8 5 , 8 0 1 - 8 0 6 .
ト お よ び 溶 銅 問 の 相 平 衡
東 北 大 学 選 鉱 製 錬 研 究 所 量 報 , 3 9 a 9 8 3 ) ,  N O . 2 ,
ソ
7 3 .
フ ェ ラ イ ト ス ラ グ ー マ
帳 世 波 ,  C .  M .
N O . 2 , 1 4 3 - 1 5 4 .
7 4 . 硫 酸 弛 鉛 な ら び に 硫 酸 銅 の 低 級 ア ル コ ー ル お よ び ア セ ト ン 水 溶 液 中 の 溶 解 度
岡 田 茂 , 矢 澤 彬 : 日 本 鉱 業 会 誌 , 1 0 1 ( 1 9 8 5 ) ,  N O . Ⅱ 7 3 , 7 3 9 - フ " .
ソ ト 中 ヒ 立 の 活 量 係 数
日 本 鉱 業 会 誌 , 9 9 a 9 8 3 ) ,  N O . 1 1 朝 ,
7 5 .  N a 2 0 、 C U 2 0 ,  s i 0 2 、 C U 2 0  系 ス ラ グ と 溶 銅 間 の 平 衡
武 山 要 一 , 矢 澤 彬 : 日 木 鉱 業 会 誌 , 1 0 2 ( 1 9 8 田 ,  N O . 1 1 7 9 , 3 1 1 - 3 1 6 .
ソ ト 系 平 衡 試 料 の 組 織 に つ い て
A c u n a , 矢 澤 彬 : 東 北 大 学 送 鉱 製 錬 研 究 所 鍵 報 , 4 0 a 9 8 4 ) ,
,
臼 本 鉱 柴 会 誌 , 1 0 2 a 9 8 6 ) ,  N O . 1 1 8 0 ,
7 6
N a 2 C 0 3 、 N a 2 0 、 s i 0 2  系 融 体 と 溶 鉐 Ⅱ 剖 の 相 平 衡
武 田 要 一 ,  G .  R w e r o s , 朴 龍 鎮 , 矢 澤 彬
3 7 5 - 3 8 1 .
フ フ .  N a 2 C 0 3 、 N a 2 0 、 s i 0 2  系 触 体 と 溶 鈴 Ⅱ 刑 の  A S ,  s b  の 分 配 平 衡
G .  R N e r o s , 本 1 1 弛 鎖 , 正 凱 H 要 一 ・ , 欠 澤 彬 : 日 本 鉱 業 会 誌 , 1 0 2 ( 1 9 8 6 ) ,  N O . 1 1 8 1 ,











84. cao、Feon、CU20 系および Cao、Feon、CU20si02 系の1200-1300゜Cにおける相関係
日野順三,板垣乙未生,矢澤彬:資源・索材学会誌,105a989), NO.4,315-320.
85. Fe、sb、S系および Fe、sb、S、Na2S 系の相関係と不純物の分配挙動
A. Narong,板 1亘乙未生,矢擇彬:資源・系材学会誌,105(1989), NO.フ,
565-570.
86、フェライトスラグの統三十熱力学的考察(その 1)-cao, Feo, Fe01.5, CUO0.5,
















8総 説 , 資 料
1 .  F e s 、 N a 2 0 、 s i 0 2 熔 体 に お け る 力 ワ 相 生 成 に 及 ぽ す  S i 0 2 の 影 響 に っ い て
矢 澤 彬 , 斎 藤 安 俊 : 東 北 大 学 選 研 染 報 , 1 0 a 9 5 4 ) ,  N O . 2 , 2 0 3 - 2 0 7 .
2 . 銅 転 炉 ス ラ グ の 脱 銅 に 関 連 す る 二 , 三 の 実 験
亀 田 満 雄 , 矢 澤 彬 : 東 北 大 学 選 研 鍵 報 , 1 9 ( 1 9 6 3 ) ,  N O . 1 , 7 9 - 9 0 .
3 . 塩 化 揮 発 法 に 及 ぼ す 加 熱 方 法 の 影 響
矢 澤 彬 , 亀 田 満 雄 : 日 本 鉱 業 会 , 昭 和 認 年 度 合 同 秋 季 大 会 分 科 研 究 会 資 料 ,  a 9 6 3 ) ,
2 5 - 2 9 .
4 . 亜 鉛 溶 鉱 炉 製 錬 法 に 関 す る 二 , 三 の 化 学 熱 力 学 的 考 察
阿 座 上 竹 四 , 矢 澤 彬 : 東 北 大 学 選 研 鍵 報 , 2 1 a 9 6 5 ) ,
N O  . 1 , 1 0 3 - 1 1 2 .
5 . 銅 製 錬 に お け る マ ッ ト , ス ラ グ の 平 衡 関 係 に つ い て
矢 澤 彬 : 昭 和 如 年 度 鉱 業 関 係 学 協 会 合 同 秋 期 大 会 ( 京 都 ) , 分 科 研 究 会 資 料 ,
H 、 1 - 1 6 , ( 1 9 6 5 ) .
6 . 鉛 ー イ オ ウ ー 酸 素 系 の 平 衡 関 係 の 図 的 表 示
矢 澤 彬 ,  A b b e t a  G U B C O V A  : 東 北 大 学 選 研 錠 都 , 2 2 a 9 6 6 ) ,  N O . 2 , 1 2 7 - 1 3 2 .
フ . 銅 溶 錬 に お け る 不 純 物 除 去 に 関 す る 熱 力 学 的 考 察
矢 澤 彬 , 阿 座 上 竹 四 : 東 北 大 学 選 研 雛 報 , 2 3 a 9 6 7 ) ,  N O . 1 , 6 7 ー フ 5 '
8 . 中 部 ヨ ー ロ ッ ハ ゜ に お け る 非 鉄 製 錬 技 術 見 聞 記
矢 澤 彬 : 日 本 鉱 業 会 誌 , 8 3 a 9 6 7 ) ,  N O . 9 5 0 ,
8 3 9 - 8 4 .
9 . 東 欧 に お け る 非 鉄 製 錬 の 新 技 術 に つ い て
矢 澤 彬 : 新 金 属 ,  N O . 4 3  ( 1 9 6 7 ) , 1 - 4 .
1 0 . 金 属 工 学 用 計 算 尺 に つ い て
矢 澤 彬 , 阿 座 上 竹 四 : 日 本 金 属 学 会 会 穣 , フ ( 1 9 6 8 ) ,  N O . 3 , 1 6 1 - 1 朋 .
1 1
直 接 製 銅 法 の 可 能 性 と 現 在 ま で の 方 法 に つ い て
矢 澤 彬 , 阿 座 上 竹 四 : 日 本 鉱 業 会 誌 , 8 4 ( 1 9 6 8 ) ,
N O . 9 6 5 , 1 3 4 6 - 1 3 4 9 .
1 2 . 鉛 ー イ オ ウ 系 融 体 の 活 量 の 測 定
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